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札幌ワイズメンズクラブクラブ
２０１４年１２月例会
日時　2014年12月16日（火）18:30～20:30
会場　札幌クラッセホテル２Ｆ会議室
　　札幌市中央区南1条西７丁目１－２
会費　1,200円
プログラム
1 開会点鐘　　　　　　　　　　　　　 会長　伏木 康
2 ワイズソング・ワイズの信条
　　     全　員
3 聖句　　　　　　　　　　　　　 秋葉聡志
4 会長挨拶　　　　　　　　　会長 伏木 康
5 書記報告　　　　　　　　　書記　
6 誕生日
12月12日　阿部良子メネット
12月19日　中田千鶴会員
12月21日　小野　健会員


結婚記念日　　　　　　　　なし.
7 卓話　　「ＹＭＣＡ大会報告」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　伏木　康
札幌ＹＭＣＡ英語・コミュニケーション専門学校　藤田　叡

「全国リーダー研修会報告」

野外活動ボランティアリーダー　山本　季里香


8 諸報告

9 ＹＭＣＡ報告
　担当主事　　佐藤　雅一

10 みんなで歌おう
「蛍の光」
11 　閉会　札幌ワイズメンズクラブ会長　伏木 康
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THE SERVICE CLUB OF YMCA


THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUB
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c/o YMCA


MINAMI 11 NISHI 11


CUO-KU SAPPORO


〒064-0811


011(561)5217





THE Y’S MEN’S CLUB OF SAPPORO





ＥＭＣ／ＭＣ（会員増強／維持啓発








CHATERED IN


NOVEMBER 21,1955





―　主　題　―


國際会長　　   


アジア会長　　 　


東日本区理事　


北海道部部長　　　


札幌クラブ会長	








札幌クラブ役員


会　長　　伏木　康


副会長　　八田　信之


書　記　　柳沼　慈子


副書記　　中田　千鶴


会　計　　宮崎　善昭


直前会長　阿部　寛司














Isaac Palathinkal (インド)


岡野　泰和（大阪土佐堀）


田中　博之（東京）


宮沢　祐一郎（北見）


伏木　康（札幌）





「言葉より行動を」


「未来を始めよう、今すぐに」


「誇りと喜びを持って」


「情熱と行動」


「Think Globally, Act Locally」














 今月の聖句





人を裁くな。あなたがたも裁かれないようにするためである。あなたがたは自分の裁きで裁かれ、自分の量る秤で量り与えられる。あなたは、兄弟の目にあるおが屑は見えるのに、なぜ自分の目の中にある丸太に気づかないのか。　　マタイによる付近書　7章1~3節　（中田靖泰選）








�





東北復興支援「時計台チャリティコンサート」





　11月19日（水）、札幌クラブのメインイベント「時計台チャリティーコンサート」が行われました。今年は札幌交響楽団のヴァイオリン奏者髙井みなとさんとのコラボレイションで大成功でした。今後とも東北が


復興するまで支援を続けていきます。
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写真説明。　上：演奏舞台風景。


右中央：会場風景。時計台は札幌農学校の演武場でした。クラーク博士が設計し、柱のないバルーン工法という当時最先端の技術で建てられました。「演武場」の掲額は岩倉具視の筆です。大人気で会場使用の予約を取るのに苦労します。1年先まで予約でいっぱいです。


右橋：チャリティの趣旨を説明する伏木会長。
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札幌クリスマスイルミネイション





　12月、札幌はクリスマス・年末年始イルミネイション。光の渦に包まれます。右の写真は大通公園の夜景です。まだ午後7時45分ですが、みぞれ雪混じりの冷たい雨に震えあがり人っ子ひとりいないところが一際風情を添えています。石川啄木が今降りたってくれたらきっと名句を残してくれたでしょう。1.5キロにわたる駅前通りのホワイトイルミネイションもお勧めです。冬の札幌へも是非どうぞ。
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２０１4年11月例会　   　　在籍会員　１2名　　　例会出席　6名　　　メネット　0名　 　　メーキアップ　0名


出席報告　　　　　　　 ゲスト　0名　   ビジター　0名　　　　出席者合計　6名　  　　　出席率　　50％
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司司会　秋葉聡志








中田　千鶴
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　　　　　何故此の聖句を　　　　中田　靖泰


　世界中の国がこの聖句を守ってくれれば世界は一日で平和で住みやすいところになるでしょう。しかし、どの国も自分の目の中の丸太（文語訳の「梁木（うつばり）」の方がピンときますが）はそっちのけで他国の目の中のおが屑を非難するのに血道をあげています。己を振り返ってみても、己を量るには甘い秤を用い、人を量るには厳しい秤を用いていることに気付かされます。


この聖句の後に「求めよ、さらば与えられん」さらに「他人にしてもらいたいと思う事は何でも、あなたも人にしなさい」という「黄金律」が続きます。「山上の垂訓」の白眉の部分で、読むたびに胸を打たれる聖句です。














札幌ワイズメンズクラブ11月例会








と　き：2014年1１月21日（火）16:30～18:30


ところ：ホテル札幌クラッセ2F会議室


出席者：秋葉聡志、阿部寛司、佐藤雅一、中田千鶴、中田靖泰、伏木康、宮崎義明


　✦伏木会長、中田書記より「東北復興支援チャリ


ティ時計台コンサート」を予想以上の盛会裏に終え


ることが出来た報告と御礼がありました。


　今月は卓話を設定せず、来年度の人事、今後の会


の方向、運営等々について自由な意見交換、討議を


行いました。


　✦2015-16年度クラブ役員構成：　Ｍ会員に会長


を依頼する方向で準備を進めていく。


　✦2015-16年度北海道部役員構成。　伏木康会員


が北海道部部長に就任するが、書記：中田靖泰、会


計：柴田伸俊の方向で今後検討を進めて行く。


　✦京都パレスより先日の懇親会の礼状、最近のブ


リテンが贈られてきた。DBCについて意見交換。





写真上:　前列左から、柴田、木戸口、伏木、岡本、中田


後列左から、佐藤、安田、阿部、秋葉、宮崎、中田千鶴


札幌クラブ史上２番目の少数例会でした。





札幌ワイズメンズクラブ10月事務会








と　き：2014年1１月28日（火）19:00～21:30


ところ：北海道YMCA総主事室


出席者：秋葉聡志、佐藤雅一、柴田伸俊、中田千鶴、伏木康、宮崎義明


１．2015年1月12日の札幌北クラブとの「新年合同例会」の準備を行った。宮沢祐一郎北海道部部長を迎えて「北海道部部長公式訪問」も併せて行うことに決定した。


２．数字の代わりに東日本区クラブ名を用いた「ビンゴ」を行う。作成は中田靖泰会員。北クラブかあの要請があればオークションを設定する。


３．趣向として「私の今年の漢字」で出席者全員が自己紹介を行う。両クラブ「歌合戦」の提案があったが時間不足のため行わないことになった。


４．「今月の歌」は両クラブそれぞれ行う。








11月14日





ＹＭＣＡ／ＹＷＣＡ合同祈祷集会











　11月14日（金）18:30から「YMCA・YWCA合同祈祷週特別集会」が北海道YMCAが開かれました。テーMCA汝羊寮の諸君です。


　第1部の「礼拝・祈祷会」では札幌富岡伝道所の原和人牧師の熱のこもった示唆に富む奨励がありました。要旨は以下の通りです。


イスラエルの最初のリー


ダー、モーセは決して高


貴の生まれでもなく、卓


越した能力の持ち主でも


なかった。むしろ様々な


人の助けや試練によって


リーダーに育てられたの


だと私は思う。


私は様々なリーダーの


　役をしてきたが、「おれが


やる」などと言って立候


補してなったことは一度


もない。むしろその逆で「めんどくさい」し、自由に動く方が好きな男だった。


しかし、私は、中学時代は卓球部の副キャプテンで、暴走族「留宇呪」の副総長をやりました。高校時代は柔道部の副キャプテン、暴走族の組事務所の経理長兼事務局長として活躍した。大学時代は軽音楽部の部長を務めた。牧師になってからも○○委員会委員長などをいくつも歴任してきた。


それらの役職で経験した結論としては、強烈なリーダーシップはいらないということだ。リーダーシップが強すぎると組織は必ず崩壊する。ケンカが強いと人徳が薄れる。運動神経が良いと自分の能力の向上に懸命になり過ぎる。演奏能力が卓越しているとスタンドプレーに陥る。人を支配するための言葉が巧みだと、相手の思考能力を奪ってしまう。リーダーであるために卓越した能力や秀才や天才である必要はない。


むしろ、自分自身の能力の限界を知り、相手をキチンと評価し、階級を作り出さないこと。メンバーの思いを受け止めて、いまの状況をキチンと説明できることが必要である。そして、懸命であること。それによって、自分の周囲に変革が起こってくる要素が生まれてくる。





�





熱弁を振るう原牧師





�





北大YMCA汝羊寮が主宰したＫＪ法ブレインス


トーミング。左方にワイズメンが二人います。





北海道YMCA
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リーダーとは何か？世代を超えていろんな意見がでました





1990年代、フィリッピンに5度行った。その時、フィリピンのピープルズパワーというものも同時に体験した。6%の富裕層に支配される80%以上の貧しい民衆が無言で大統領官邸などを取り囲み、独裁政権は倒れた。そこでは強烈な個性はかえって仇になる。


様々な経験を通して、ようやく私に見えてきたリーダーは①キング牧師、②マザー・テレサ、③マハトマ・ガンジーの3人である。


キング牧師は最初は代表になることを嫌がり、教会に引きこもった。何も出来ないことを公表し、皆で勝利を勝ち取ることを宣言した。


マザー・テレサは、どんな相手もキチンと評価し、対等に対応した。階級は作らず、皆に自分をテレサと呼ばせていた。


マハトマ・ガンジーは身分の高い出自だったが、それを捨てて、最底辺の地域に身を置いた。自らの在り方を通して人々にインドの独立を訴えた。彼は決して人を批判せず、自らの生き様を見せただけである。それが人々に大きな影響を与えた。


今、必要とされているのはこのようなリーダーではないか。強烈な言葉とリーダーシップを前面に出す多くの政治世界の指導者たちではどこかで歪みが起き、争いへと繋がってゆく。


モーセに因んでこれからのリーダーシップについて提言させて頂く。モーセは、①神に「やりなさい」と言われて「私には出来ません」と何度も断った、②彼がリーダーになりえたのは「他者に支えられて励まされた」からである。③皆に文句を言われてもへこたれなかった。④へこたれない理由は、信じられる（信じるに足る）存在があったからである。


人は支えがないと潰れてしまう。信じられる存在


がないと路頭に迷う。「俺がやらなきゃ誰がやる」リーダーではなく、「みんなに支えられてようやく発揮できる」リーダーと「自分を陰から支えてくれる存在」をみつけること、それが閉塞的状況を抜け出せるリーダーシップとなっていくのではないか。


　この後、全員が７～８人ずつのテーブルに分かれて「求められるリーダー像」についてブレインストーミングを行いました。楽しい有意義な集いでした。YWCAの健在を知ったのも嬉しい発見でした。














ＹＭＣＡニュース　★★★★　担当主事　佐藤雅一


Nyu-su








京都パレスクラブ　ブリテン抜粋
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京都パレスクラブからブリテンをお送り頂きました。平野会長と会長メネットの文を掲載させて頂きます。





①世界ＹＭＣＡ・ＹＷＣＡ合同祈祷週札幌地区特別集会�　１１月１４日（金）　北海道ＹＭＣＡ・北海道大学ＹＭＣＡ・札幌ＹＷＣＡの関係者３９名が集まり札幌地区特別集会が行われました。�　集会では、原　和人牧師から奨励があった後、北海道大学ＹＭＣＡによるワークショップがあり「リーダーシップとは何か」について話し合いがもたれました。�　学Ｙメンバー、ボランティアリーダーなど青年たちの参加が多くあり、賑やかな集会となりました。�　札幌ワイズメンズクラブからは４名の参加がありました。


②ラッコ・マンボー・ラッコクラス記録会�　１１月２３日（日）　様々な障害がありながらも水泳クラスに通っている人たちの記録会が行われ、幼児から成人まで５６名が参加し、日頃の練習の成果を披露しました。�　普段から指導にたず


さわっているボランテ


ィアリーダーを始め、


札幌医科大学水泳部の


学生たちの協力があり


応援に駆けつけた保護


者を含めたくさんの人


から大きな声援がとんでいました。また、札幌北ワイズメンズクラブ会長の中原さんから激励の挨拶がありました。来年は記念すべき３０回大会を迎えます。


③クリスマス会�　ＹＭＣＡでは、１２月１１日（木）１８：３０から「大人のクリスマス」が行われます。このクリスマス会は、日頃ＹＭＣＡで活動しているボランティアリーダーへの感謝会をかねて行われ、多くのボランティアリーダーが出席します。ワイズメンズクラブの紹介もありますので多数ご出席ください。


④シンガポールスキーツアー来道�　１２／１７－２３まで


シンガポールＹＭＣＡの


スキーツアーが約４０名


が来道し、ルスツリゾー


トと札幌に滞在します。


⑤冬期特別プログラム�　１２／２０から冬期特


別プログラムが始まりま


す。スキースクール、水泳・フロアの短期集中教室、ウインタースクール、英語、造形絵画、おもしろ実など多彩なプログラムに大勢の子供たちが参加します。合わせてスキースクールを中心にボランティアリーダーが活動します.。また、各プログラムには、東日本大震災支援募金で


実施しているスカラ


シップ・プログラム


で、札幌市内で避難


生活を送っている子


供たちが参加します。��








あなたの笑顔が見たいから


　第44期京都パレスクラブ会長　平野雅幸


　44期の会長主題として『あなたの笑顔が見たいから』と掲げさせて頂きました。何となく少し恥ずかしい感じがして人前で言うのが少し照れてしまいますが、自分の率直な気持ちを表に出すことにしました。


　例会で卓話を聞き、奉仕活動を行う（とても大切な事ですが）それだけでは今までパエスクラブを続けられてこなかったと思います。クラブを楽しいと続けている理由は例会を含むクラブ行事で顔を合わせる多くのメンバーがいたからです。


　メンバーがいるからこそパレスクラブが成り立っていると考えています。メンバーと会って半紙をした時にクラブのモットーである『心を求めて例会に至り、境地を得て例会を去る』を肌で感じています。


　メンバーと話をしていて得ることも大石ですし、メンバーの活躍は自分の刺激にもなります。そして素晴らしいことに44期は例会の行事以外鬼アジア大会という大きなチャンスに恵まれました。委員会の垣根を越えて、クラブの垣根を越えてさらに多くのワイズメンと親交を深めｒまたとない機会です。


　この機会をぜひ生かして下さい。積極的に参加すると言う一歩を踏み出すのは自分自身です。


ぜひその一歩を踏みだしてほしいと思っています。
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ワイズメンとの出会い


44期会長メネット　平野直美


　そもそも主人と知り合ったのは、大学の入学時です。出会ってからもう20年以上になります。最初はこんなに長い間一緒にいるとは夢にも思いませんでした。　　


しかし、縁あって結婚し、娘も２人授かりました。


　結婚する前から主人が「パレスクラブ」というところに入っているのは知っておりましたが、実際どのような活動をしているのかよく分かりませんでした。でもずいぶん熱心に活動しているなどという印象はありました。もともとすぐ飽きるタイプで、そんなに長く津ｄ九とはゆめにも思いませんでした。


　結婚が決まった頃、あるワイズの方の声かけで、仕事帰りに委員会に呼んで頂き、それをきっかけに色々な行事に参加させて頂くようになりました。


今年6歳になった娘も例会を始め何度か行事に参加し（クリスマス例会やオータムフェスタなどが印象深かったようです。）事あるごとに「私も行きたい」と言うようになりました。


　主人がパレスクラブに入っていなかったら、出会う事のなかった人々とお会いする機会が増えました。


　これからも多くのワイズメン、メネット、コメットさんとお会いしたいと思っています。例会やプライベートなどでもご一緒出来れば嬉しいです。これからも「パレスクラブ」での縁が場学続くように、大切にしていきたいと思っております。


　最後になりましたたが、今年は会長という役を主人に与えて下さり有難うございます。出かけていく日がとても多くなり、身体のことが心配ですが、頑張って主人を支えていこうと思っています。





�
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ワイズの信条





自分を愛するように、隣人を愛そう。


青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう。


世界的視野をもって、国際親善をはかろう。


義務を果たしてこそ、


権利が生ずることを悟ろう。


会合には出席第一、


社会には奉仕第一を旨としよう。





札幌ワイズメンズクラブ　2014-2015年予定表


Think Globally, Act Locally


月�
日�
行　事�
備　考�
�
11�
14�
合同祈祷特別集会�
学Ｙ�
�
�
19�
チャリティーコンサート�
�
�
�
23�
ハンデキャップ水泳�
コーヒーサービス�
�
12�
�
成人クリスマス�
�
�
1�
�
北クラブとの合同例会�
�
�
 2�
�
室内サッカー大会�
コーヒーサービス�
�
 3�
 1�
ワイズベル杯水泳�
コーヒーサービス�
�
 �
 7�
頑張れ東北凧揚げ�
�
�
 �
17�
ユースボランティア研修�
1泊で18日まで�
�
 4�
�
全道�
�
�
 5�
�
チャリティーラン�
�
�
 6�
15�
行啓通�
�
�
�
�
�
�
�
8�
�
北海道部部会・評議会�
札幌クラブ60周年�
�
�
�
�
�
�
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